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日田市の観光
令和6年3月定例会｜該当テーマの発言のみを収録。質問・答弁・再質問の順序と文言を維持しています。

この資料は正式会議録から「日田市の観光」に関係する発言をテーマ別に抜粋したものです。省略部分は他テーマの発言です。

○１０番（崎尾亮介君） ［登壇］

まず、日田市の観光について質問します。令和６年度市政執行の方針と予算案の中で、観光の振興については多面的な魅力を磨き、つなぎ、

国内をはじめ、世界に発信することで本市の認知度向上と観光需要の喚起を図るとあります。この世界に向けた情報発信に関して、先月の

西日本新聞では、大手予約サイト「ブッキング・ドットコム」が発表した「アジア太平洋地域の旅行者が注目する最新の旅行先１０選」で

大分県日田市が国内トップに選ばれたとの報道があります。これは福岡空港からのアクセスのよさと、未知の発見を求める心理的トレンド

の重なりが要因と記されており、まとめとして、リピーターが魅力を見つけてインスタグラムなどで発信することで、さらに訪れる人が増

える。そのためには長期的なプロモーションや外国人向けの分かりやすい案内表示が必要としています。この記事にあるように、ＳＮＳで

個人が発信することを鑑みれば、観光地側の発信と顧客の発信の整合性を取ることが急務だと考えます。具体的には、旅中、旅後でのＳＮ

Ｓ等での個人の発信では、必ずしもプラスの口コミなどが投稿されるわけではなく、マイナスの口コミ、クレームなども投稿される可能性

があると認識する必要があります。旅前に潜在顧客に対して幾ら魅力的な発信をしても、旅中で不安、不満、不快な印象を与えてしまって

はリピーターの獲得はおろか、不評、悪評が広がってしまいかねないことが想定されるため、情報発信と受入れ環境の整備やコンテンツの

造成の両輪が観光振興には必要と考えます。そこで、先ほど紹介した記事で指摘があった、外国人向けの案内表示をはじめとした観光客を

受け入れる体制が、どういう状況なのかを確認するために質問させていただきます。まず、１点目に、観光分野のＤＸ化についてお伺いし

ます。経済産業省のＤＸレポートによりますと、２０２５年以降に既存システムの残存によりシステム更新が阻害され、競争力の低下によ

り最大年間１２兆円の経済損失を出すといわれている、いわゆる「２０２５年の崖」への対応として、各分野においてもＤＸ化が急務とい

われています。本市におきましても、市政執行の方針の中に観光分野のＤＸ化の推進とありますが、具体的にどういったことを推進してい

るのか、あるいは計画しているのかお尋ねします。次に、本市の主な観光エリアとなっている豆田町の今後の展望についてお伺いします。

新型コロナウイルス感染症の５類移行後、日田市の観光客はインバウンドを中心にコロナ禍以前の盛況を取り戻しつつあります。それに伴っ

て先ほど紹介した新聞記事にもあったように、設備の不備や観光客の安心、安全を脅かす問題を関連して確認するため、質問させていただ

きます。インバウンドの方は土日、平日かかわらず訪れるので、平日も豆田町は観光客でにぎわいます。交通渋滞が頻繁に発生することに

より、歩行者が危険にさらされ、歩きやすい環境とは到底思えません。そこでお尋ねします。現在、豆田町では、ひなまつりの期間の土日

に上町通りを北から南へ、御幸通りを南から北へ一方通行と交通規制がかけられております。そこで、この一方通行を常態化できないか、

必要性を感じないかをお尋ねします。

３点目に、観光振興のための財源としての入湯税についてお伺いします。入湯税は、入湯施設の利用と市町村の行政サービスとの関連に注

目し、鉱泉浴場所在の市町村が課する目的税であり、その使途は環境衛生施設の整備、鉱泉源の保護管理施設の整備、消防施設、その他消

防活動に必要な施設の整備、観光の振興（観光施設の整備を含む）に要する費用に充てることとされています。そこでお尋ねします。入湯

税の使途の内訳と配分の考えについてお尋ねします。

○総務部長（後藤靖孝君） ［登壇］

おはようございます。私からは、日田市の観光についての御質問のうち、入湯税の使途についてお答えします。入湯税につきましては、地

方税法及び日田市税条例に基づき、目的税として徴収しているもので、地方税法第７０１条では「鉱泉浴場所在の市町村は、環境衛生施設

鉱泉源の保護管理施設及び消防施設、その他消防活動に必要な施設の整備並びに観光の振興（観光施設の整備を含む）に要するに費用に充

てるため、鉱泉浴場における入湯に対し、入湯客に入湯税を課するものとする。」と規定されておりますので、法で定める経費を特定し、

その全てに対し充当しているものでございます。令和６年度の入湯税の当初予算額は３,５７９万７,０００円で、その入湯税の使途の内訳
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を申し上げますと、水道事業会計への操出金や清掃センター管理費などの環境衛生施設の管理に２,８７１万３,０００円、市営温泉管理委

託料の鉱泉源の保護管理に３万２,０００円、消防ポンプ自動車購入事業や防火水槽設置事業などの消防施設等の整備に９万５,０００円、

観光施設営繕事業や体育施設管理費などの観光施設の管理に３３２万２,０００円、ひたまつり振興会に対する補助金や観光誘客宣伝事業な

どの観光振興に３６３万５,０００円を充当することとしており、各事業への充当額につきましては一般財源所要額に応じた算定を行ってい

るものでございます。私からは以上でございます。

○商工観光部長（石橋直樹君） ［登壇］

私からは日田市の観光についての御質問のうち、観光分野のＤＸ化の取組内容及び豆田町の今後の展望についてお答えいたします。

○商工観光部長（石橋直樹君） ［登壇］

まず、観光分野のＤＸ化の取組内容についてでございますが、観光庁では、旅行者の利便性や観光産業における生産性の向上とともに、地

域間や事業者間の連携による地域経済活性化や持続可能な経済社会の実現のために観光分野のＤＸの取組を推進しており、本市におきまし

ては持続的な観光地経営に取り組むため、ＤＭО登録を目指す日田市観光協会と連携しながら、マーケティングの一環としてＤＸの取組を

進めております。日田市の観光入込客数は、観光施設の入館者数やイベント来場者の推計値等の累積で公表しており時数がつかみ切れてお

りませんでしたが、令和元年度に携帯電話の電波の利用状況等から１年間の観光入込客を推計することで、より現実の（カチ）に近い値を

算出し、以降、観光協会では同様の手法で分析しております国の地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）の情報を分析することで、現実に比

較的近い観光入込客数と観光消費額を公表しております。また、ターゲットに応じた旅の趣向を分析するため、インスタグラムに投稿され

ているハッシュタグやいいねを分析し、人気の高い情報をＳＮＳで発信していくことで観光誘客につなげていくとともに、旅行に関する口

コミサイトの検索により判明したクレームにつきましては、各施設に返すことで改善に役立ててまいりました。さらには、観光地経営に必

要な地域に対する関心度や観光消費額、満足度、リピーター率等は、ＳＮＳを活用した旅前調査や、観光施設や宿泊施設でＱＲコードを読

み込んで行う旅中調査により収集しております。収集したデータを分析し、関係団体等で情報共有を図りながらターゲットを定めて効果的

な情報発信やプロモーションを展開していくことで、再来訪の促進や観光消費の拡大を図っていく経営の視点に立った観光地域づくりに取

り組んでいるところでございます。また、旅行者の利便性や観光産業の活性化を図るためのＤＸの取組といたしましては、コロナ化におい

ては電子商品券「ひたＰａｙ」を活用し、宿泊券に商品券を付与した旅行券等の販売を行うとともに、令和４年度からは日田川開き観光祭

や日田天領まつりでの駐車場の混雑状況、ひた祇園でのＧＰＳを利用した山鉾の位置情報等の可視化にも取り組んでいるところでございま

す。このほかにも交通ＤＸの一つで、バスや鉄道、タクシー、シェアサイクル等の様々な交通手段を最適に組み合わせ、検索、予約、決済

を一括して提供するサービス「ＭａａＳ」が全国各地で取り組まれており、ＢＲＴひこぼしラインではＭａａＳを活用した「１ＤＡＹ満喫

フリーチケット」の販売を行っております。４月からは、このチケットに日田市内の登録店舗で利用できる特典、サービスが開始される予

定でございまして、大肥川沿いの桜の開花や酒蔵巡り等の情報提供により、ＢＲＴ沿線エリアのお出かけ意欲を創出することで観光消費の

拡大につなげてまいります。

○商工観光部長（石橋直樹君） ［登壇］

次に、豆田町の一方通行についてお答えします。江戸時代、日田は幕府の直轄地として西国筋郡代が置かれ、豆田町は陣屋膝元の町として

町並みが成立し、九州の政治、経済の中心地として発展した場所でございます。南北２本の通りと東西５本の通りによる整然とした当時の

町割りと、江戸時代から明治、大正にかけて建設された古くからある土蔵や町屋建築が建ち並ぶ伝統的町並みが残されており、平成１６年

１２月に国の重要伝統的建造物群保存地区に選定され、平成２１年には電線地中化工事が完了したことで、今では年間２０万人以上の観光

客が訪れる日田市の主要な観光地となっております。この豆田町地区には、中心部を南北に縦断する市道御幸通り線と市道上町通り線がご

ざいまして、特に市道上町通り線は中城町から丸山町まで信号機がないことや抜け道として利用する地元の通過車両も多く、また高速日田

インターチェンジを下りて、豆田町にある大型バス駐車場へと向かう観光バスのルートにもなっておりますことから、観光シーズンには車

両があふれ、渋滞することも多くなっております。コロナ禍からの経済活動の正常化や水際対策の終了によって、豆田町には国内だけでな

く、インバウンドの観光客も戻ってきておりますが、観光地の割には交通量が多く、安心してゆっくりと古い町並み散策ができにくい状況
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が続いております。市では、これまでも日田天領まつりや千年あかり、天領日田おひなまつりといった豆田地区を会場として開催される誘

客イベントの開催時には、地元の理解を得ながら短期間の交通規制を行うことでゆっくりとイベントを楽しめるよう対策を講じてきており

ますが、イベントの日以外でも観光客が多く、このままでは重大な事故の発生や観光地としての衰退が懸念されるところでございます。こ

うしたことから、地元の自治会や商店街の協力を頂き、交通量の多い上町通りだけでも社会実験的な交通規制を実施できないのか、日田警

察署と協議を行ってきたところですが、一方の通りのみで規制を行うことはかえって渋滞や事故を引き起こす可能性があることから、上町

通りと関係性のある御幸通りも併せた規制が必要であるとの回答を頂いているところでございます。交通規制を行う際は地元の同意が必要

となりますが、豆田町の通りを利用する方には観光客や事業者だけでなく、地元に（ ）する方もいることや通りによって交通量に差がある

ことなどから、恒久的な交通規制についてはこれまで地元の同意が得られていない状況が続いております。今年に入り福岡にある大学の観

光学科から、豆田の交通規制に関する調査に協力したい旨の話がありましたことから、まずは地元の方への意識調査等の実施に向け、協議

を進めてまいりたいと考えております。観光地としての豆田町は、豆田の歴史と文化の掘り起こしに熱い思いを抱く地域の方々の取組によ

り、昭和５０年代に始まりました古い商家を活用して喫茶店がオープンし、昭和５８年に豆田町並み保存審議会が設立され、地域住民と行

政が一体となって本格的な町並み保存運動を展開していく中で、旧家に残る古い雛人形や道具類の一般公開などが始まり、たくさんの観光

客が訪れるようになっていったものでございます。市といたしましては、豆田町を訪れた方が昔ながらの町並みの散策をゆっくりと楽しん

でいただき、地域への愛着を抱き、再び訪れたいと感じていただけるよう、今後も地元との協議を継続し、交通規制についての理解を得な

がら、安心して周遊できる観光地づくりを進めていきたいと考えております。私からは以上でございます。

○１０番（崎尾亮介君） ［再質問］

まず、観光分野のＤＸ化の取組の内容について、再質問させていただきます。御紹介いただいたように、観光ＤＸと一言でいいましても多

岐にわたります。ＤＸの方向性を議論する際にもＩＴの専門的な知識が必要になります。民間も行政もその準備が必要だと考えますが、Ｄ

Ｘの議論の前段としてＩＴ分野に造詣のある、いわゆるＩＴリテラシーのある人材を要請する必要があると思いますが、市の見解をお示し

ください。

○商工観光部長（石橋直樹君） ［答弁］

議員御案内の情報通信技術に使う際に必要とされます情報の扱いに関する理解、それから操作に関する能力、いわゆるＩＴリテラシーにつ

きましては、ＤＸ化を進める上で求められる能力でございます。そのため、市におきましては、人材サポートセンターにこうしたＤＸに詳

しいコーディネーターを配置しまして、ＩＴやウェブを活用しました営業販売戦略のセミナー、それからＤＸに関するセミナーを開催して

おります。また、業務の効率化やＤＸ化に向けた、このＩＴツール導入のサポートをいたします専門家の派遣する事業、ＩＴ導入サポート

事業に取り組んでおりまして、こうした取組によりＩＴリテラシーの向上に努めているところでございます。

○１０番（崎尾亮介君） ［再質問］

ありがとうございます。

市政執行方針の中にマイクロツーリズムという単語がありましたが、日田市から一、二時間圏内の人口には大きな変化はないので、リピー

ト客の集客が肝要だと考えます。リピート客を把握する手段など、現在の取組についてあればお示しください。また、リピート客の集客手

段に顧客との関係を構築し、誘客につなげるＣＲＭという考えがありますが、行政規模もしくは店舗規模のＣＲＭを構築する、もしくは促

すことを考えていないか、お示しください。

○商工観光部長（石橋直樹君） ［答弁］

データに基づいて顧客との関係性を管理するＣＲＭ（顧客関係管理）につきましては、現在、観光協会におきましては先ほど御答弁申し上

げましたように、ＳＮＳ等による観光データの収集、それから分析を行いまして情報発信、プロモーション、ＳＮＳ等に生かしているとこ

ろではございますが、個別の顧客データを分析して顧客ごとに求める情報を提供していくことまではできていないところでございます。日

田を訪れた方が地域の魅力に触れましてリピーターとなり、そして何度も訪れるファンとなっていただけるように地域の事業者や市民の皆
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様と継続的な関係性を構築していくことが必要でございますので、そのための手法としてこのＣＲＭの手法を導入していくことは有効では

ないかと考えております。既にこのＣＲＭの手法によりまして、地域で使えるポイントカードの消費動向を調査している観光地域づくり法

人もあるようでございますので、今後、観光協会の中に設置しております観光関係者、それから商工団体、金融機関、そして行政とで組織

いたします日田市観光戦略会議の中で、この費用対効果等も含めましてＣＲＭシステムについては調査、研究してまいりたいと考えており

ます。

○１０番（崎尾亮介君） ［再質問］

次に、ＤＸの（ ）少し違いますが、観光資源の見せ方の話となります。昨年１０月に開催された「ＴＡＫＡＴＳＵＫＡ ＩＮＯＲＩ ＮＩＧ

ＨＴ」というイベントに参加しましたが、このイベントには新しい可能性を感じました。この「ＴＡＫＡＴＳＵＫＡ ＩＮＯＲＩ ＮＩＧＨ

Ｔ」は、一般社団法人日田市観光協会が高塚愛宕地蔵尊並びに高塚商店街等と協力し、令和４年度には、大分県の「大分県観光産業リバイ

バル推進事業」を活用して３日間、令和５年度は、観光庁のインバウンドの地方誘客や消費拡大に向けた観光コンテンツ造成支援事業を活

用して６日間実施されました。ターゲットは若年層及びファミリー層とし、高塚愛宕地蔵尊を訪れる参拝客の新たな掘り起こし及びナイト

タイムエコノミーの創出、観光客の滞在時間延長、観光消費の拡大を目的としたものと聞いています。夜間にプロジェクションマッピング

等の光による演出を行い、昼間とは違った幻想的な雰囲気が特徴的でした。あえて言語化するなら、歴史に光を当てるという感じでありま

した。ターゲットであった若年層やファミリー層も多数来訪しており、一定の成果を得たのではないかと感じており、観光の見せ方もアッ

プデートしていくべきだと考えます。これまで市内で行われたこういった取組があればお示しください。

○商工観光部長（石橋直樹君） ［答弁］

現在、こういったデジタルを活用した市内の観光資源といたしましては、携帯をかざすと現実の風景に進撃、それからそこに出てくる巨人、

そういったキャラクターが現れます進撃の巨人のＡＲスポット、これが市内に１３か所設置されております。また、サッポロビールの九州

日田工場の敷地内に昨年８月に開設いたしました「進撃の巨人 ｉｎ ＨＩＴＡミュージアムＡＮＮＥＸ」こちらのほうには、漫画の世界に

没入したかのような体験ができます巨大なデジタル展示などがございます。このほかにも天ヶ瀬温泉街では、まちの夜景の魅力を磨き上げ、

選ばれる観光地となるように、令和３年度と令和４年度におきまして夜間景観の実証実験を行いました。また令和５年度につきましては、

桜滝が３色にライトアップされます幻想的な水辺空間の演出なども行っております。先ほど議員御紹介いただきました「ＴＡＫＡＴＳＵＫ

Ａ ＩＮＯＲＩ ＮＩＧＨＴ」につきましては、今年の秋頃の開催に向けまして、現在、観光協会と関係者で協議を進めているというふうに

伺っております。そのほかにも民間のしていただいているイベントといたしまして、オートポリスの花火大会「天空 ｄｅ ＨＡＮＡＢＩ」

でのドローンショー、それから昨年のいいちこ日田蒸留所の紅葉祭では、プロジェクションマッピングなども行われているところでござい

ます。

○１０番（崎尾亮介君） ［再質問］

進撃の巨人のＡＲにつきましては、進撃の巨人のファンの特徴として、細かい設定やその裏づけを発見、共有することを好まれる傾向があ

るように、個人的には推察しております。ですので、ディテールの細かい演出、例えばＡＲ上の巨人が、昼は活動しているけれど夜は寝て

いるとか、そういった演出があると一ファンとしては喜ぶところではございます。今回の「ＴＡＫＡＴＳＵＫＡ ＩＮＯＲＩ ＮＩＧＨＴ」

のように、既存の観光資源にアートやアクティビティを掛け合わせることで新たな魅力を引き出すことや、新たなコンテンツを造設するこ

とができるような可能性を感じました。他の分野でもインスタ映えし、情報発信の強化につながるこうした取組に期待しております。

○１０番（崎尾亮介君） ［再質問］

次に、豆田地区の課題に移ります。現在、豆田町には観光案内所はありませんが、過去に天領日田おひなまつりの時期に臨時で設置するこ

とがありました。日田市旅中調査２０２２によりますと、日田市までの交通手段は８割が自家用車であり、駅を経由しない方々が大多数と

想起されます。また、外国人向けの分かりやすい案内看板がないことや、来訪時期に偏りがないこと、言語や土地勘に課題があるインバウ

ンドが増えたこと等々を鑑みれば、観光案内所を常設し、受入環境を整備する必要があると考えますが、市の見解をお示しください。
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○商工観光部長（石橋直樹君） ［答弁］

豆田の観光案内所につきましては、例年、天領日田おひなまつりの開催時期に日田の豆田まちづくり歴史交流館に地域の方々との協働で臨

時の観光案内所を設置しておりました。しかしながら、令和４年の開催から豆田の皆様が自ら豆田全体を活性化させるというコンセプトの

下に、各登録店舗が案内所となる豆田コンシェルジュとして取り組んでいるところでございます。こうした地元の関係者の自主的な動きも

ありますが、議員御紹介のように、高速道路の日田インターを下りて直接豆田観光に向かう観光客が多いことでございますから、常設の案

内所の設置につきましては今後、観光案内所を運営しております日田市観光協会、それから地元の関係者の皆様と協議を行ってまいりたい

と思います。

○１０番（崎尾亮介君） ［再質問］

先ほど話題のお言葉の中にありました豆田の町にある歴史まちづくり交流館が文化財保護課から観光課に移管になりましたが、移管後の方

向性があればお示しください。

○商工観光部長（石橋直樹君） ［答弁］

豆田のまちづくり歴史交流館につきましては、これまで文化財の保存継承を中心に活用してきた一方で、観光地であります豆田の中心地に

位置することから現在、開催中の天領日田おひなまつり、それから秋に開催されます天領まつりにおきましては、着物でまち歩き散策を楽

しんでいただく着物のレンタル、それから着つけのサービス、懐かしの着物展を開催するなど観光面においても活用してきたところでござ

います。伝統的建造物である、この歴史交流館の観光への効果的な活用を進めていくために所管を文化財保護課から観光課へ移すものでご

ざいます。江戸時代に開かれました日本最大の私塾「咸宜園」が日本遺産に認定されたのは、この咸宜園と共生した豆田の町並みが残され

ているからであり、今後、地元の関係者とも協議を行いながら、交流館での町並みの活用を生かした定期的なイベントの開催、それから観

光案内機能の強化など、歴史的資源を生かした魅力ある観光地づくりが進むように考えてまいりたいと思います。

○１０番（崎尾亮介君） ［再質問］

豆田に関して最後に、市長に要望があります。

豆田町の交通問題に関しては現在の道路の状況では、県の公安委員会から許可が下りないということは報告で聞いております。豆田町の上

町通り、御幸通りは、生活道路としての側面と観光地としての側面があり、市民と観光客それぞれいわゆる利益相反が発生し、全ての関係

者の同意を得ることが難しいことは理解できます。しかし、安全が確保できないと、観光地としての価値が下がる可能性があることを全て

の関係者に理解してもらう必要があると考えております。２月２５日に奈良市の東大寺の参道で交通事故があり、２名が死傷し、台湾の方

が亡くなりました。この事故をよそのことと捉えるのか、おのおのの判断によりますが、インバウンドを含め、観光客が多数訪れている現

在の状況であれば、豆田町で交通事故がいつ起きてもおかしくない状況だと考えます。もし豆田町で同様の事故があった場合、起きるべく

して起きたというふうにならないか危惧しております。今回、豆田町の今後の展望という質問内容は、一新橋、御幸橋の架け替えを想定し

ての質問になります。冒頭で紹介したように、日田市はアジアに見つけてもらうことができました。ただ、課題もあります。特に豆田町の

一方通行に関しては、先ほども申しましたように、生活道路としての側面と観光地としての側面があり、市民と観光客それぞれいわゆる利

益相反が発生することから、満場一致が難しいのは理解できます。しかし、危険であることに変わりはありません。地域住民の理解を得て

交通安全、道路管理、観光分野など多分野の方がしっかり協議していただき、安全性を示していただければより洗練された豆田町になると

思います。橋の架け替えを契機に世界に見つけてもらい、アジアに再発見してもらう、たくさんの方に再来訪してもらえるようなグランド

デザイン、方向性を示した観光分野の磨き上げに期待しております。

次に、入湯税について再質問させていただきます。総務部長にお伺いします。別府市では、観光振興の自主財源を得るために入湯税の超過

課税を平成３１年４月より特例措置として５年間行い、令和６年３月３１日に期限を迎えることから、別府市入湯税の超過課税に係る評価

等検討委員会は５年間の延長を妥当とする答申を出しています。また、由布市でも入湯税の引上げを検討しており、市議会に条例の改正案

が提出されました。観光振興への充当率は、別府市が９割、由布市では７割となっております。観光は外貨、外商より貴重な分野です。何
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らかの自主財源を得てしっかり整備することが必要だと考えます。他市が行っている入湯税の超過課税分は、観光環境の整備に充当できる

財源だと考えておりますが、入湯税の超過課税分の導入について、市の見解をお願いいたします。

○総務部長（後藤靖孝君） ［答弁］

議員から御案内がありましたとおり、別府市では入湯税の超過課税を平成３１年から既に行っておりまして、由布市でも３月議会に条例改

正案を上程しているところということを伺っております。入湯税の引上げを行うとした場合、使途をどうするか、それから引上げ額や対象

をどう設定するか。そして、何よりも税負担が増となる温泉利用客や、売上げが減少する可能性がある温泉旅館経営者などの関係者から十

分な理解を得ることができるかなどの課題があります。超過課税の導入については、十分な調査、研究が必要であるというふうに考えてお

ります。

○１０番（崎尾亮介君） ［再質問］

観光分野の自主財源につきましては、３月６日に大阪府もオーバーツーリズムの予防対策を目的に、外国人観光客へ徴収金を検討している

と報道されたところです。検討をお願いいたします。


